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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光ディスクを高倍速で回転させるとともにレーザ光を照射して、前記光ディスクからの
反射光により該光ディスクに記録された情報を読み取る読み取り手段と、前記読み取り手
段が読み取った情報のうち再生されるべき情報を蓄積する蓄積手段と、前記蓄積手段が蓄
積した情報を等倍速で再生する再生手段と、前記読み取り手段、蓄積手段および再生手段
の動作を制御する制御手段と、前記読み取り手段が読み取った情報のうち前記制御手段が
制御する際に必要な制御情報を記憶する領域が形成されたフラッシュメモリと、を備えた
光ディスク再生装置において、
　前記蓄積手段に前記再生されるべき情報が予め定めた閾値以上の情報量が蓄積されたか
否かを判断する蓄積量判断手段を備え、
　前記制御手段が、前記蓄積量判断手段が前記閾値以上の情報量が蓄積されていると判断
した場合に、前記読み取り手段に前記光ディスクからの情報の読み出しを停止させるとと
もに、前記フラッシュメモリの前記制御情報を記憶する領域の消去動作を行うことを特徴
とする光ディスク再生装置。
【請求項２】
　前記フラッシュメモリの前記制御情報を記憶する領域に空きがあるか否かを判断する空
き判断手段を備え、
　前記制御手段が、前記空き判断手段が空きがないと判断し、かつ、前記蓄積量判断手段
が前記閾値以上情報量が蓄積されていると判断した場合に、前記読み取り手段に前記光デ
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ィスクからの情報の読み出しを停止させるとともに、前記フラッシュメモリの前記制御情
報を記憶する領域の消去動作を行うことを特徴とする請求項１に記載の光ディスク再生装
置。
【請求項３】
　前記フラッシュメモリの前記制御情報を記憶する領域を複数設け、一つの領域に記憶し
ているときは、前記制御手段が、他の領域の消去動作を行うことを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の光ディスク再生装置。
【請求項４】
　前記閾値が、少なくとも前記フラッシュメモリに記憶されている前記制御情報の消去に
必要な時間と、前記読み取り手段が前記光ディスクから情報を読み出し始めるのに必要な
時間との和以上の再生時間となる情報量であることを特徴とする請求項１乃至３のうちい
ずれか一項に記載の光ディスク再生装置。
【請求項５】
　前記読み取り手段が、前記光ディスクを回転させるスピンドルモータと、前記光ディス
クに対しレーザ光を照射して該光ディスクからの反射光により信号を得る光ピックアップ
と、を少なくとも含むことを特徴とする請求項１乃至４のうちいずれか一項に記載の光デ
ィスク再生装置。
【請求項６】
　前記制御手段が、前記光ディスクからの情報の読み出しを停止させる際に、前記スピン
ドルモータおよび前記光ピックアップの動作を停止させることを特徴とする請求項５に記
載の光ディスク再生装置。
【請求項７】
　前記制御手段が、前記光ディスクからの情報の読み出しを停止させる際に、前記光ピッ
クアップの動作を停止させるとともに、前記スピンドルモータの回転数を高くすることを
特徴とする請求項５に記載の光ディスク再生装置。
【請求項８】
　光ディスクを高倍速で回転させるとともにレーザ光を照射して、前記光ディスクからの
反射光により該光ディスクに記録された情報を読み取り、前記読み取った情報のうち再生
されるべき情報を蓄積し、前記蓄積した情報を等倍速で再生し、前記光ディスクから読み
取った情報のうち前記読み取り、蓄積および再生の動作を制御するために必要な制御情報
をフラッシュメモリに記憶する光ディスク再生方法において、
　前記蓄積した前記再生されるべき情報が予め定めた閾値以上の情報量が蓄積されたか否
かを判断し、前記閾値以上の情報量が蓄積していると判断した場合に、前記光ディスクか
らの情報の読み出しを停止するとともに、前記フラッシュメモリに記憶されている前記制
御情報を消去することを特徴とする光ディスク再生方法。
【請求項９】
　光ディスクを高倍速で回転させるとともにレーザ光を照射して、前記光ディスクからの
反射光により該光ディスクに記録された情報を読み取る読み取り手段と、前記読み取り手
段が読み取った情報のうち再生されるべき情報を蓄積する蓄積手段と、前記蓄積手段が蓄
積した情報を等倍速で再生する再生手段と、前記読み取り手段が読み取った情報のうち制
御情報を記憶する領域が形成されたフラッシュメモリと、を備えた光ディスク再生装置の
コンピュータを、前記読み取り手段、蓄積手段および再生手段の動作を制御する制御手段
と、して機能させる光ディスク再生プログラムにおいて、
　前記蓄積手段に前記再生されるべき情報が予め定めた閾値以上の情報量が蓄積されたか
否かを判断する蓄積量判断手段として前記コンピュータを機能させるとともに、
　前記制御手段が、前記蓄積量判断手段が前記閾値以上の情報量が蓄積されていると判断
した場合に、前記読み取り手段に前記光ディスクからの情報の読み出しを停止させるとと
もに、前記フラッシュメモリの前記制御情報を記憶する領域の消去動作を行うことを特徴
とする光ディスク再生プログラム。
【請求項１０】
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　請求項９に記載の光ディスク再生プログラムを格納したことを特徴とするコンピュータ
読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光ディスクの情報を再生する光ディスク再生装置および光ディスク再生方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＣＤやＤＶＤなどの再生時に音や映像が途切れないように再生するために、通常
の再生速度である等倍速の整数倍で高速回転させた光ディスクから読み出した情報を一時
的に記憶するメモリ（バッファメモリなどともいう）を設け、該メモリに記憶した情報を
等倍速（通常の再生速度）で再生することが行われている（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
　また、光ディスク再生装置などの制御を行うマイクロコンピュータが読み出すプログラ
ムや各種データを記憶するためにフラッシュメモリが用いられることがある。
【０００４】
　フラッシュメモリは、ＳＲＡＭやＤＲＡＭと異なり電源を切っても記憶した内容が消え
ない不揮発性のメモリのため、消費電力削減の観点からマイクロコンピュータのプログラ
ム以外に前記したバッファメモリなどに用いられることがある。
【特許文献１】特許第３０６３５７６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　光ディスクの再生中には、前記マイクロコンピュータが光ディスク再生装置の制御を行
うために、光ディスクに最後にアクセスしたアドレス情報であるラストアドレスやＴＯＣ
（Table Of Contents）情報など光ディスクから読み出される様々なデータ（情報）をメ
モリに記憶することがある。
【０００６】
　また、フラッシュメモリは、その特性上、１から０への書き換えは可能であるが、０か
ら１への書き換えは不可能であり、これを行うには、セクタ単位での初期化（消去）が必
要となる。
【０００７】
　したがって、例えば、光ディスクへアクセスしているアドレスを一定時間間隔で記録す
るラストアドレスなどの逐次発生する情報は、その情報を記憶する領域が一杯になると上
書きするために消去する必要がある。
【０００８】
　しかしながら、フラッシュメモリは周囲温度が高いと消去時間が長くなるという特性が
あり、再生中にモータや光ピックアップなどからの発熱によって周囲温度が高くなってし
まうと消去時間に時間がかかってしまい、場合によっては、次の情報の書込みに間に合わ
なくなってしまうという問題があった。
【０００９】
　そこで、本発明は、例えば光ディスク再生装置に設けられたフラッシュメモリに確実に
情報を書き込むことができる光ディスク再生装置、光ディスク装置の再生方法、光ディス
ク再生プログラム、および記録媒体を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の光ディスク再生装置は、光ディスクを高
倍速で回転させるとともにレーザ光を照射して、前記光ディスクからの反射光により該光
ディスクに記録された情報を読み取る読み取り手段と、前記読み取り手段が読み取った情
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報のうち再生されるべき情報を蓄積する蓄積手段と、前記蓄積手段が蓄積した情報を等倍
速で再生する再生手段と、前記読み取り手段、蓄積手段および再生手段の動作を制御する
制御手段と、前記読み取り手段が読み取った情報のうち前記制御手段が制御する際に必要
な制御情報を記憶する領域が形成されたフラッシュメモリと、を備えた光ディスク再生装
置において、前記蓄積手段に前記再生されるべき情報が予め定めた閾値以上の情報量が蓄
積されたか否かを判断する蓄積量判断手段を備え、前記制御手段が、前記蓄積量判断手段
が前記閾値以上の情報量が蓄積されていると判断した場合に、前記読み取り手段に前記光
ディスクからの情報の読み出しを停止させるとともに、前記フラッシュメモリの前記制御
情報を記憶する領域の消去動作を行うことを特徴としている。
【００１１】
　請求項８に記載の光ディスク再生方法は、光ディスクを高倍速で回転させるとともにレ
ーザ光を照射して、前記光ディスクからの反射光により該光ディスクに記録された情報を
読み取り、前記読み取った情報のうち再生されるべき情報を蓄積し、前記蓄積した情報を
等倍速で再生し、前記光ディスクから読み取った情報のうち前記読み取り、蓄積および再
生の動作を制御するために必要な制御情報をフラッシュメモリに記憶する光ディスク再生
方法において、前記蓄積した前記再生されるべき情報が予め定めた閾値以上の情報量が蓄
積されたか否かを判断し、前記閾値以上の情報量が蓄積していると判断した場合に、前記
光ディスクからの情報の読み出しを停止するとともに、前記フラッシュメモリに記憶され
ている前記制御情報を消去することを特徴としている。
【００１２】
　請求項９に記載の光ディスク再生プログラムは、光ディスクを高倍速で回転させるとと
もにレーザ光を照射して、前記光ディスクからの反射光により該光ディスクに記録された
情報を読み取る読み取り手段と、前記読み取り手段が読み取った情報のうち再生されるべ
き情報を蓄積する蓄積手段と、前記蓄積手段が蓄積した情報を等倍速で再生する再生手段
と、前記読み取り手段が読み取った情報のうち制御情報を記憶する領域が形成されたフラ
ッシュメモリと、を備えた光ディスク再生装置のコンピュータを、前記読み取り手段、蓄
積手段および再生手段の動作を制御する制御手段と、して機能させる光ディスク再生プロ
グラムにおいて、前記蓄積手段に前記再生されるべき情報が予め定めた閾値以上の情報量
が蓄積されたか否かを判断する蓄積量判断手段として前記コンピュータを機能させるとと
もに、前記制御手段が、前記蓄積量判断手段が前記閾値以上の情報量が蓄積されていると
判断した場合に、前記読み取り手段に前記光ディスクからの情報の読み出しを停止させる
とともに、前記フラッシュメモリの前記制御情報を記憶する領域の消去動作を行うことを
特徴としている。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の一実施形態にかかる光ディスク再生装置を説明する。本発明の一実施形
態にかかる光ディスク再生装置は、再生されるべき情報が蓄積手段に閾値以上蓄積された
か否かを蓄積量判断手段が判断し、蓄積量判断手段がその閾値以上蓄積されていると判断
した場合に、読み取り手段に光ディスクからの情報の読み出しを停止させるとともに、フ
ラッシュメモリの制御情報が記憶されている領域の消去動作を制御手段が行うので、再生
動作に影響を及ぼさずに、フラッシュメモリの周囲温度を低下させることができ、フラッ
シュメモリの消去時間を短縮することができるために、フラッシュメモリに確実に情報を
書き込むことができる。
【００１４】
　また、フラッシュメモリの制御情報を記憶するに領域に空きがあるか否かを判断する空
き判断手段を備え、制御手段が、空き判断手段が空きがないと判断し、かつ、蓄積量判断
手段が閾値以上情報量が蓄積されていると判断した場合に、読み取り手段に光ディスクか
らの情報の読み出しを停止させるとともに、フラッシュメモリに記憶されている制御情報
を記憶する領域の消去動作を行うようにしてもよい。このようにすることにより、フラッ
シュメモリの制御情報を記憶するに領域に空きがない場合、すなわち該領域に情報が一杯
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に書き込まれている場合に、光ディスクからの情報の読み出しを停止させるとともに、フ
ラッシュメモリに記憶されている情報を消去することができるので、必要なときにフラッ
シュメモリの消去動作を行うことができる。
【００１５】
　また、フラッシュメモリの制御情報を記憶する領域を複数設け、一つの領域に記憶して
いるときは、制御手段が、他の領域の消去を行ってもよい。このようにすることにより、
複数の領域を切り替えながら制御情報の書込みが行えるので、さらに確実にフラッシュメ
モリへの情報の書込みが行える。
【００１６】
　また、閾値が、少なくともフラッシュメモリに記憶されている制御情報の消去に必要な
時間と、読み取り手段が光ディスクから情報を読み出し始めるのに必要な時間との和以上
の再生時間となる情報量であってもよい。このようにすることにより、フラッシュメモリ
の消去のために読み取り手段を停止する時間分の再生されるべき情報を蓄積することがで
きるので再生動作に影響を及ぼさずにフラッシュメモリの消去を行うことができる。
【００１７】
　また、読み取り手段が、光ディスクを回転させるスピンドルモータと、光ディスクに対
しレーザ光を照射して該光ディスクからの反射光により信号を得る光ピックアップと、を
少なくとも含んでよい。このようにすることにより、スピンドルモータや光ピックアップ
を停止させることで、フラッシュメモリの周囲温度を低下させることができる。
【００１８】
　また、制御手段が、光ディスクからの情報の読み出しを停止させる際に、スピンドルモ
ータおよび光ピックアップの動作を停止させてもよい。このようにすることにより、スピ
ンドルモータや光ピックアップから発生する熱が無くなるために、フラッシュメモリの周
囲温度を低下させることができる。
【００１９】
　また、制御手段が、光ディスクからの情報の読み出しを停止させる際に、光ピックアッ
プの動作を停止させるとともに、スピンドルモータの回転数を高くしてもよい。このよう
にすることにより、光ピックアップから発生する熱が無くなるとともにスピンドルモータ
の回転数を高くして光ディスクを回転させることによる扇風機効果によりフラッシュメモ
リの周囲温度を低下させることができる。
【００２０】
　また、本発明の一実施形態にかかる光ディスク再生方法は、再生されるべき情報が閾値
以上蓄積されたか否かを判断し、その閾値以上蓄積されていると判断した場合に、光ディ
スクからの情報の読み出しを停止するとともに、フラッシュメモリに記憶されている制御
情報を記憶する領域の消去動作を行うので、再生動作に影響を及ぼさずに、フラッシュメ
モリの周囲温度を低下させることができ、フラッシュメモリの消去時間を短縮することが
できるために、フラッシュメモリに確実に情報を書き込むことができる。
【００２１】
　また、本発明の一実施形態にかかる光ディスク再生プログラムは、再生されるべき情報
が蓄積手段に閾値以上蓄積されたか否かを蓄積量判断手段が判断し、蓄積量判断手段がそ
の閾値以上蓄積されていると判断した場合に、読み取り手段に光ディスクからの情報の読
み出しを停止させるとともに、フラッシュメモリの制御情報が記憶されている領域の消去
動作を制御手段が行うので、再生動作に影響を及ぼさずに、フラッシュメモリの周囲温度
を低下させることができ、フラッシュメモリの消去時間を短縮することができるために、
フラッシュメモリに確実に情報を書き込むことができる。
【００２２】
　また、請求項９に記載の光ディスク再生プログラムを記録媒体に格納してもよい。この
ようにすることにより、光ディスク再生プログラムを機器に組み込む以外に単体でも流通
させることができ、バージョンアップ等も容易に行える。
【実施例１】
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【００２３】
　本発明の第１の実施例にかかる光ディスク再生装置１を図１および図２を参照して説明
する。光ディスク再生装置１は、ＤＶＤ、ＣＤ等の光ディスクが再生可能な装置であり、
図１に示すようにディスクモータ２と、光ピックアップ３と、キャリッジモータ４と、リ
ードスクリュー５と、ＲＦアンプ６と、サーボ信号処理部７と、ドライバ８と、音声／映
像信号処理部９と、バッファメモリ１０と、ＤＡコンバータ１１と、マイクロコンピュー
タ１２と、フラッシュメモリ１３と、音声信号／映像信号出力端子１４とを備えている。
【００２４】
　読み取り手段としてのディスクモータ２は、光ディスク再生装置１にセットされた光デ
ィスク１５を回転させるためのモータであり、スピンドルモータで構成されている。また
、ディスクモータ２は等倍速の整数倍の回転数で回転している。
【００２５】
　読み取り手段としての光ピックアップ３は、光ディスク１５に照射するレーザ光を発生
させる図示しないレーザダイオードや、光ディスク１５上にレーザダイオードからのレー
ザ光を照射するための対物レンズ、サーボ信号処理部７からの信号によりフォーカス方向
やトラッキング方向に対物レンズを駆動するためのアクチュエータおよび光ディスク１５
から反射された反射光を受ける受光器などを備え、受光器の出力から光ディスク１５に記
録されている映像や音楽などを含むＲＦ信号やフォーカスエラー信号およびトラッキング
エラー信号などを生成しＲＦアンプ６へ出力する。
【００２６】
　キャリッジモータ４は、後述するリードスクリュー５を通じて光ピックアップ３を光デ
ィスク１５の径方向に移動させるためのモータでありステッピングモータで構成されてい
る。
【００２７】
　リードスクリュー５は、円柱状に形成されてその外周面にネジ溝とネジ山が形成され、
光ディスク１５の径方向と平行に設置されている。リードスクリュー５は、キャリッジモ
ータ４の回転軸と機械的に接続されておりキャリッジモータ４の回転に合わせて回転する
。リードスクリュー５のネジ溝やネジ山は光ピックアップ３に形成されたネジ山やネジ溝
と噛み合っており、リードスクリュー５が回転することで光ピックアップ３が光ディスク
１５の径方向に沿って移動する。
【００２８】
　ＲＦアンプ６は、光ピックアップ３から入力される信号を所定の値に増幅し、サーボ信
号処理部７へ出力する。
【００２９】
　サーボ信号処理部７は、ＲＦアンプ６から入力されるフォーカスエラー信号やトラッキ
ングエラー信号などの制御信号を基にフォーカス方向およびトラッキング方向のサーボ制
御を行い光ディスク１５に記録された情報を正確に読めるように制御する。さらに、光デ
ィスク１５に記録された映像や音楽などを含むＲＦ信号をアナログ／デジタル変換して音
声／映像信号処理部９へ出力する。
【００３０】
　ドライバ８は、サーボ信号処理部７から入力された制御信号に基づいてディスクモータ
２、キャリッジモータ４および光ピックアップ３内のアクチュエータに対するドライブ信
号を生成し出力する。
【００３１】
　再生手段としての音声／映像信号処理部９は、サーボ信号処理部７から入力されたデー
タにエラー訂正などを行った後復調や復号を行い音声や映像などの再生されるべき情報（
データ）をバッファメモリ１０へ出力する。また、バッファメモリ１０に蓄積されたデー
タをマイクロコンピュータ１２の指示により等倍速で読み出してＤＡコンバータ１１へ出
力する。つまり、再生されるべき情報とは、ＤＡコンバータ１１を経由して音声信号／映
像信号出力端子１４から出力されるべき情報を示している。
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【００３２】
　蓄積手段としてのバッファメモリ１０は、光ディスク１５から高倍速で読み出したデー
タを蓄積するバッファとして用いられ、予め定めた上限まで蓄積した後に光ディスク１５
からの読み出しを停止して、音声／映像信号処理部９がバッファメモリ１０から等倍速で
読み出してＤＡコンバータ１１に出力する。そして、予め定めた下限まで蓄積したデータ
が減少したら再度光ディスク１５からの読み出しを行う。
【００３３】
　ＤＡコンバータ１１は、音声／映像信号処理部９から入力されたデジタル信号をアナロ
グ信号に変換し音声信号／映像信号出力端子１４から出力する。
【００３４】
　マイクロコンピュータ１２は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）と、ＲＡＭ（Rando
m Access Memory）と、ＲＯＭ（Read Only Memory）とを内蔵し、光ディスク１５の挿入
や排出、再生や停止などの各操作における光ディスク再生装置１全体の制御など行い、本
実施例においては特に光ディスク１５から読み出された情報のうちＴＯＣやラストアドレ
スをフラッシュメモリ１３に記憶したり、フラッシュメモリ１３のセクタ単位での消去動
作およびディスクモータ２、光ピックアップ３、キャリッジモータ４の動作の停止をドラ
イバ８経由で指示をしたりする。
【００３５】
　フラッシュメモリ１３は、内部が複数のセクタに分割された不揮発性のメモリであり、
マイクロコンピュータ１２において実行するプログラムやデータなどが記憶されている。
また、光ディスク１５から読み出された情報のうち制御情報としてのＴＯＣやラストアド
レスなどの情報をマイクロコンピュータ１２経由で記憶している。なお、ラストアドレス
は、光ディスク１５へアクセスしているアドレスを一定時間間隔で記録する情報であり、
その性格上逐次発生するので、その都度記憶する。また、ラストアドレスは、フラッシュ
メモリ１３内の一つのセクタが割り当てられ、そのセクタ内において順次書き込まれる。
【００３６】
　次に、上述した構成の光ディスク再生装置１のフラッシュメモリ１３のセクタ消去動作
を図２のフローチャートを参照して説明する。本フローチャートはマイクロコンピュータ
１２のＣＰＵが実行する。
【００３７】
　まず、ステップＳ１において、セクタ消去要求があるか否かを判断し、セクタ消去要求
がある場合はステップＳ２に進み、セクタ消去要求が無い場合は本ステップで待機する。
セクタ消去要求は、例えば、情報を書き込んでいるセクタが一杯になった場合（空きがな
い場合）に発生する。また、情報を書き込んでいるセクタが一杯になったことは、当該セ
クタの最終アドレスまで書き込んだことで判断する。
【００３８】
　次に、ステップＳ２において、バッファメモリ１０の残量があるか否か判断し、残量が
ある場合はステップＳ３に進み、残量が無い場合は本ステップで待機する。バッファメモ
リ１０に残量がないことは、予め定めたバッファメモリ１０に記憶される情報蓄積量の閾
値未満であるか否かで判断する。バッファメモリ１０に記憶される情報蓄積量の閾値とは
、フラッシュメモリ１３において、セクタ消去動作に必要な時間と、ディスクモータ２が
停止状態から回転し始めて、光ピックアップ３が光ディスク１５から情報を読み出して、
バッファメモリ１０に記憶が開始されるまでの時間と、の和以上の時間の再生が行えるだ
けの情報量である。この閾値は、使用するフラッシュメモリ１３の電気的な規格と、光デ
ィスク１５に記録されている情報の内容（映像や音声、圧縮、非圧縮）に基づいて適宜設
定する。すなわち、蓄積手段に前記再生されるべき情報が予め定めた閾値以上の情報量が
蓄積されたか否かを判断している。
【００３９】
　次に、ステップＳ３において、光ディスク１５からの読み出しを停止させステップＳ４
に進む。具体的には、ディスクモータ２、光ピックアップ３およびキャリッジモータ４の
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動作を停止させるようにドライバ８へ指示する。
【００４０】
　次に、ステップＳ４において、セクタ消去を実行してステップＳ１に戻る。消去された
セクタはまた先頭アドレスから情報が書き込まれる。すなわち、空き判断手段が空きがな
いと判断し、かつ、蓄積量判断手段が閾値以上情報量が蓄積されていると判断した場合に
、読み取り手段に光ディスクからの情報の読み出しを停止させるとともに、フラッシュメ
モリに記憶されている制御情報を記憶する領域の消去動作を行っている。
【００４１】
　本実施例によれば、マイクロコンピュータ１２が、ラストアドレスを書き込んでいるセ
クタが一杯になり、バッファメモリ１０に予め定めた閾値以上蓄積されている場合は、デ
ィスクモータ２、光ピックアップ３およびキャリッジモータ４の動作を停止させるように
ドライバ８へ指示をした後に当該セクタの消去を行うために、ディスクモータ２、光ピッ
クアップ３およびキャリッジモータ４が動作することによる発熱が無くなることから、再
生動作に影響を及ぼさずに、フラッシュメモリ１３の周囲温度を低下させることができ、
フラッシュメモリ１３の消去時間を短縮することができるために、フラッシュメモリ１３
に確実に情報を書き込むことができる。
【００４２】
　また、フラッシュメモリ１３が一杯のとき（空きがないとき）にセクタ消去要求を行っ
ているので必要なときにフラッシュメモリ１３の消去動作を行うことができる。
【００４３】
　また、バッファメモリ１０に予め定めた閾値が、セクタ消去動作に必要な時間と、ディ
スクモータ２が停止状態から回転し始めて、光ピックアップ３が光ディスク１５から情報
を読み出して、バッファメモリ１０に記憶が開始されるまでの時間と、の和以上の時間の
再生が行える情報量であるため、フラッシュメモリ１３の消去のために読み取り手段を停
止する時間分の音声や映像などの情報を蓄積することができるので再生動作に影響を及ぼ
さずにフラッシュメモリ１３の消去を行うことができる。
【実施例２】
【００４４】
　次に、本発明の第２の実施例を図３および図４を参照して説明する。なお、前述した第
１の実施例と同一部分には、同一符号を付して説明を省略する。
【００４５】
　本実施例は、ラストアドレスを書き込むセクタを２つ用い、それを切り替えて使用する
点が第１の実施例と異なる。つまり、図３に示すようにまずセクタ１に書込み、セクタ１
の最終アドレスまで書き込んだら、次にセクタ２に書き込む。そして、セクタ２の最終ア
ドレスまで書き込んだら、またセクタ１の先頭アドレスから書き込む。
【００４６】
　本実施形態におけるフラッシュメモリ１３のセクタ消去動作を図４のフローチャートを
参照して説明する。
【００４７】
　まず、ステップＳ１において、セクタ消去要求があるか否かを判断し、セクタ消去要求
がある場合はステップＳ２に進み、セクタ消去要求が無い場合は本ステップで待機する。
セクタ消去要求は、第１の実施例では、ラストアドレスを書き込んでいるセクタが一杯に
なった場合（空きがない場合、当該セクタの最終アドレスまで書き込んだ場合）としてい
たが、本実施例では、次のセクタに書き込み始めた場合に発生する。つまり、セクタ１の
最終アドレスまで書き込んで、次のラストアドレスをセクタ２の先頭に書き込み始めた時
点でセクタ消去要求を行う。
【００４８】
　次のステップＳ２およびステップＳ３は第１の実施例と同様である。ステップＳ４´に
おいては、現在書き込み中でないセクタの消去を実行してステップＳ１に戻る。つまり、
セクタ１に書き込んでいる場合はセクタ２の消去を行い、セクタ２に書き込んでいる場合
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はセクタ１の消去を行う。すなわち、フラッシュメモリの制御情報を記憶するに領域を複
数設け、一つの領域に記憶しているときは、制御手段が、他の領域の消去動作を行ってい
る。
【００４９】
　本実施形態によれば、フラッシュメモリ１３のラストアドレスを記憶するにセクタを２
つ用い、一方のセクタに書き込んでいるときは、他方のセクタの消去を行っているので、
２つのセクタを切り替えながらラストアドレスの書込みを行うことができるので、さらに
確実にフラッシュメモリ１３への情報の書込みが行える。
【００５０】
　なお、上述した実施例では、ディスクモータ２、光ピックアップ３およびキャリッジモ
ータ４の動作を停止させてフラッシュメモリ１３の周囲温度を低下させていたが、光ピッ
クアップ３とキャリッジモータ４の動作を停止させて、ディスクモータ２は回転数を高く
するようにしてもよい。このようにすることで、光ピックアップ３とキャリッジモータ４
から発生する熱が無くなるとともにディスクモータ２の回転数を高くして光ディスク１５
を回転させることによる扇風機効果によりフラッシュメモリ１３の周囲温度を低下させる
ことができる。
【００５１】
　また、上述した実施例では、ディスクモータ２、光ピックアップ３およびキャリッジモ
ータ４の動作を停止させていたが、フォーカスやトラッキングなどのサーボ系などの光デ
ィスクからの読み出しにかかる部分であってバッファメモリ１０に記憶されている情報を
用いた再生に影響がない部分は、動作を停止させることでさらにフラッシュメモリ１３の
周囲温度を低下させることができる。
【００５２】
　前述した実施例によれば、以下の光ディスク再生装置と光ディスク再生方法および光デ
ィスク再生プログラムが得られる。
【００５３】
　（付記１）光ディスク１５を高倍速で回転させるとともにレーザ光を照射して、光ディ
スク１５からの反射光により光ディスク１５に記録された情報を読み取るディスクモータ
２、光ピックアップ３と、ディスクモータ２、光ピックアップ３が読み取った情報のうち
再生されるべき情報を蓄積するバッファメモリ１０と、バッファメモリ１０が蓄積した情
報を等倍速で再生する音声／映像信号処理部９と、ディスクモータ２、光ピックアップ３
、バッファメモリ１０および音声／映像信号処理部９の動作を制御するマイクロコンピュ
ータ１２と、ディスクモータ２、光ピックアップ３が読み取った情報のうちマイクロコン
ピュータ１２が制御する際に必要なラストアドレスを記憶するセクタが形成されたフラッ
シュメモリ１３と、を備えた光ディスク再生装置１において、
　バッファメモリ１０に再生されるべき情報が予め定めた閾値以上蓄積されたか否かを判
断するマイクロコンピュータ１２と、を備え、
　マイクロコンピュータ１２が、マイクロコンピュータ１２が閾値以上の情報量が蓄積さ
れていると判断した場合に、ディスクモータ２、光ピックアップ３に光ディスク１５から
の情報の読み出しを停止させるとともに、フラッシュメモリ１３のラストアドレスを記憶
するセクタの消去動作を行うことを特徴とする光ディスク再生装置１。
【００５４】
　この光ディスク再生装置１によれば、再生動作に影響を及ぼさずに、フラッシュメモリ
１３の周囲温度を低下させることができ、フラッシュメモリ１３の消去時間を短縮するこ
とができるために、フラッシュメモリ１３に確実に情報を書き込むことができる。
【００５５】
　（付記２）光ディスク１５を高倍速で回転させるとともにレーザ光を照射して、光ディ
スク１５からの反射光により光ディスク１５に記録された情報を読み取り、読み取った情
報のうち再生されるべき情報を蓄積し、蓄積した情報を等倍速で再生し、光ディスク１５
から読み取った情報のうち読み取り、蓄積および再生の動作を制御するために必要なラス
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トアドレスをフラッシュメモリ１３に記憶する光ディスク再生方法において、
　蓄積した再生されるべき情報が予め定めた閾値以上の情報量が蓄積されたか否かを判断
し、閾値以上の情報量が蓄積されていると判断した場合に、光ディスク１５からの情報の
読み出しを停止させるとともに、フラッシュメモリ１３に記憶されているラストアドレス
を消去することを特徴とする光ディスク再生方法。
【００５６】
　この光ディスク再生方法によれば、再生動作に影響を及ぼさずに、フラッシュメモリ１
３の周囲温度を低下させることができ、フラッシュメモリ１３の消去時間を短縮すること
ができるために、フラッシュメモリ１３に確実に情報を書き込むことができる。
【００５７】
　（付記３）光ディスク１５を高倍速で回転させるとともにレーザ光を照射して、光ディ
スク１５からの反射光により光ディスク１５に記録された情報を読み取るディスクモータ
２、光ピックアップ３と、ディスクモータ２、光ピックアップ３が読み取った情報のうち
再生されるべき情報を蓄積するバッファメモリ１０と、バッファメモリ１０が蓄積した情
報を等倍速で再生する音声／映像信号処理部９と、ディスクモータ２、光ピックアップ３
が読み取った情報のうちラストアドレスを記憶するセクタが形成されたフラッシュメモリ
１３と、を備えた光ディスク再生装置１のコンピュータを、光ピックアップ３、バッファ
メモリ１０および音声／映像信号処理部９の動作を制御するマイクロコンピュータ１２と
、して機能させる光ディスク再生プログラムにおいて、
　バッファメモリ１０に再生されるべき情報が予め定めた閾値以上の情報量が蓄積された
か否かを判断するマイクロコンピュータ１２としてコンピュータを機能させるとともに、
　マイクロコンピュータ１２が、マイクロコンピュータ１２が閾値以上情報量が蓄積され
ていると判断した場合に、ディスクモータ２、光ピックアップ３に光ディスク１５からの
情報の読み出しを停止させるとともに、フラッシュメモリ１３のラストアドレスを消去す
ることを特徴とする光ディスク再生プログラム。
【００５８】
　この光ディスク再生プログラムによれば、再生動作に影響を及ぼさずに、フラッシュメ
モリ１３の周囲温度を低下させることができ、フラッシュメモリ１３の消去時間を短縮す
ることができるために、フラッシュメモリ１３に確実に情報を書き込むことができる。
【００５９】
　なお、前述した実施例は本発明の代表的な形態を示したに過ぎず、本発明は、実施例に
限定されるものではない。すなわち、本発明の骨子を逸脱しない範囲で種々変形して実施
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】本発明の第１の実施例にかかる光ディスク再生装置のブロック図である。
【図２】図１に示された光ディスク再生装置のフラッシュメモリ１３のセクタ消去動作を
示すフローチャートである。
【図３】セクタを２つ使用した際の動作の説明図である。
【図４】本発明の第２の実施例にかかる光ディスク再生装置のフラッシュメモリ１３のセ
クタ消去動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００６１】
　　１        光ディスク再生装置
　　２        ディスクモータ（読み取り手段、スピンドルモータ）
　　３　      光ピックアップ（読み取り手段）
　　９        音声／映像信号処理部（再生手段）
　　１０      バッファメモリ（蓄積手段）
　　１２      マイクロコンピュータ（制御手段、蓄積量判断手段、空き判断手段）
　　１３      フラッシュメモリ
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　　１５      光ディスク

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】



(13) JP 4733673 B2 2011.7.27

10

フロントページの続き

(72)発明者  滝田　諭
            埼玉県川越市山田字西町２５番地１　パイオニア株式会社　川越事業所内

    審査官  ゆずりは　広行

(56)参考文献  特開平１１－２３２８８７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－２５７０２２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－０２５８３２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０６－０９６５２０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０８－３３５３２２（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ１１Ｂ　　　７／００　－　７／０１３
              Ｇ１１Ｂ　　２０／１０　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

